
取組のポイント（３つの視点）5. 取組詳細（取組内容の詳細及び取組によって得られた成果、今後の方向性等）

協定内容
⑴ 健康づくりの推進に関すること
⑵ 子育て支援の推進に関すること
⑶ 高齢者・障がい者福祉の推進に関すること
⑷ 総合的な教育連携の推進に関すること
⑸ 安全で安心なまちづくりの推進に関すること
⑹ 循環型社会の形成及び地球にやさしい生活の推進に関すること
⑺ 地域産業の振興に関すること
⑻ にぎわいの創出とまちへの愛着意識の向上に関すること
⑼ ＳＤＧｓの普及啓発及び達成に向けた取組に関すること
⑽ その他、地域の活性化、市民サービスの向上に関すること

＜主な取組＞
令和元年8月～ 店舗に情報コーナー「あさぴーとハトソンくんの出会いの広場」を設置

イベント・展示を開始
令和元年9月～ 市営バスあさぴー号回数券取り扱い開始
令和元年10月18日 市職員向けSDGs研修(講師:イトーヨーカ堂社員) 【写真】

＜イトーヨーカドー店舗でのイベント・展示＞
・尾張旭市の歴史展示
・あさひ景観フォトサロン
・救急の日（9月9日）の啓発イベント
・フレイル予防健康ミニ講座
・脳の健康チェックテスト「あたまの元気まる」の実施
・あさぴー福祉市場開催
・交通安全・防犯啓発イベント
・健康づくり・コロナウイルス感染症対策の周知 など

関連ページ:https://www.city.owariasahi.lg.jp/sisei/keikaku/daigaku.html

1. 団体名 尾張旭市 2. 連携先
の団体

株式会社イトーヨーカ堂
株式会社セブン-イレブン・ジャパン

地方創生SDGs官民連携事例 応募様式（表面）整理番号:024

モデル性・波及性

・連携事項に基づき、相互の連携を強化し、
具体的な取組の推進からＳＤＧｓへの貢
献を目指している。
・連携協定締結に際しては、一過性の取組
にならないよう、短期・中⾧期の取組をピック
アップし、継続性を念頭に置いて取組内容を
組み立てた。

3. 取組
目的

「地域活性化包括連携協定」に基づき、健康づくり、子育て、まちづくり等様々な分野で
連携し、地域の活性化と市民サービスの向上を図る。

4. 関連する
ゴール

取組開始
時期

令和元年
8月21日

取組の
カテゴリー 地域活性化「地域活性化包括連携協定」に基づくＳＤＧｓの取組

地方創生SDGsの視点

・尾張旭市が取り組むまちづくりに対し、セブ
ン＆アイグループの事業特性を生かし、幅広く
連携している。
・イトーヨーカドー尾張旭店を人の集まる拠点
とし、また、市内のセブン-イレブンと連携を図
り、様々な事業や啓発を行っている。

ステークホルダーとの連携

・尾張旭市、市教育委員会のほか、市民団
体や福祉事業所など、様々な主体が連携事
業に参画している。
・従来から活用していた公共施設に加え、より
身近な商業施設の店舗を活用することで、
広く市民に事業の啓発や周知ができるように
なった。

R1.9.1中日新聞（朝刊）
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